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研究成果概要 

 CTA(Cherenkov Telescope Array)-Japan AS(Analysis & Simulations) 及び ODA(Onsite 

Data Analysis)ワーキンググループでは、CTA の望遠鏡の実データ解析およびモンテカルロ

(MC)シミュレーションに関連した様々な研究課題をカバーし、参加メンバーは各自の科学的興

味に応じた課題に取り組んでいる。2021 年度に関しては、CTA の大口径望遠鏡初号機

(LST1)で取得した実データを用いた望遠鏡性能評価、特定の解析手法の効率評価に重点が

置かれた。望遠鏡の装置較正精度とガンマ線検出感度に大きな影響を与える Monte Carlo シ

ミュレーション（空気シャワー＋装置応答の記述）に関連した研究も継続して行われた。以下に

取り組んだ小課題群の一部を示す。 

CTA-LST1 単眼観測データに関連するもの 

- 標準光源であるカニ星雲データを用いた望遠鏡の性能評価、解析手法の検証 (下記発表

リスト [8]) 

- 活動銀河核フレア時データ（安定光源ではないが、一時的に定常光源を超える非常に高

い信号雑音比が得られるため、ガンマ線較正光源としても有用）を用いた望遠鏡の性能評

価 ([3], [8]） 

- 銀河中心領域の観測データを用いた大天頂角観測時の望遠鏡の性能評価 ([5])  

- 宇宙線事象レート、シャワーを用いた MC シミュレーションの精度評価 

- 新星へびつかい座 RS 星の観測結果（科学的成果, [4]） 

 

MAGIC-LST ステレオ観測に関連するもの 

- MAGIC-LST 同期事象を用いた cross-calibration ([2], [6], [9]) 

- MAGIC-LST 同期トリガー用システムの性能評価 ([7]) 

Monte Carloシミュレーション研究 

- 現状のハドロン相互作用モデルの不定性が CTA の感度曲線推定に与える影響の評

価 ([1] CTA-感度曲線チームメンバー他との共著, [10]) 

- ガンマ線様陽子事象のケーススタディとシミュレーション高速化の研究 



 

これらの研究に関連する 2021 年度の研究発表を下記に示す。各々の研究成果につい

てはこれらの発表資料に含まれているため、詳細についてはそちらを参照されたい。 
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